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組
織
の

言
と
言
わ
れ
る
こ
と
も

り
ま

百
人
の
社
員
に
一
歩

ず
つ
歩
ん

も
ら
う
と
い
う
地
道
な

進
を

に
継
続
さ

て
い
く
か

あ
る
と

っ
て
い
ま

一
人
の

あ前に百
歩
よ
り

百
人
の
一

の
ほ
う
が

は
る
か
に

。
日

せ
す
。

歩電
産
社
長　

　

発

し
て
４
０

ま

が
し

本

言
葉
で

会

た
。す

。
足設

立
の
主

格
す
。で

い
か思もい

瀬
川
町
内

以
上
経
ちい

永
守
重
信
氏
の

柳
年旨

は
①②③    

町
内
会
館
の
設
立

常
設
排
水
ポ
ン
プ
の
建
設

大
排
水
路
の
暗
渠
化

上
三
点
の
実
現
に
向
か
っ
て
、

以代
々
の
会
長
諸
先
輩
の
方
々
が
活

を

き
ま
し
た
。

　

６
年
か
ら
「
大
排
水
暗
渠

始
ま
り
設
立
の
主
旨
を
実

動工現

し令
す
る

て和

事
」
がこ

と
が
で
き
ま
し
た
。

会
長　

竹
前
栄
二

一
人
の   

歩
よ
り   

人
の
１
歩

達
成
で
き
た
の
は
「
主
題
の

よ
う

皆
様
方
が
目
標
に

一
歩

進
し
た
活
動
を

ら
で

　

地
域

何
か
し
た
い
、

に

が
で
き
る
こ｢と
で

た
い｣

自｢

の
で
き
る
時

地間

き

分

｣

と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を

に前
す
。で分自ばっ

て
い
る
人
は
必
ず

ま

　

で
も

在
す
る
地
域
活

で

単

で
行
う
に
は
中
々

動実

が
と

わ
な
い
の
で
は
な
い
で

。は
個

の
努
力
よ
り
も
、

々

協
力
し
て
取
り
組
む

果

あ
り
、
大
き
な
成

げ

れ持す
。存独も

人
がでこ

と
が

き
る
と
話

れ

的る
す
。

　

、

実格向行
っ私

域参に
協

の
気

地
域
に

ど
こ

す
が

践
活

し
ょ

永
守

多
く

方
が

果
をて

地

い
域百

人
の

社
現
を

言
」
の

か
っ
て

た
か

た
ち

の
た
め

画
し力

で
持
ちいに、

動う
か氏の

人
効上

ま会

織

協
力

連
さ

町
内
会
、

と

帯

を
強
調
し

組
て
い

一
歩
の

や

ま

ので

格
言
は

で
す
。

　

一
人
一
人
は
小
さ
な
一
歩
で
も
、

確
実
な
一
歩
を
踏
み
し

る
こ
と

で
、
大
き
な
成
果
を
生

。
そ
れ

と
同
時
に
、
そ
の
一
歩

人
一

人
に
と
っ
て
環
境
に

覚
め

き
っ
か

け
に
な
る
。

　

金
を
使
っ
て

を
進

る
に
は

「

人
よ
り
百

目か

人
」
が
団

し
て
要

な
け

ば

き
めむが

一るめ結ま

。

　

金
と
は
「

何実
現
で

社
会

せ
ん

費
」
と
い

わ

ま

ー

を

す

す
か
ら

れ
す
。供

、
ん

個
共
に

て

広

使
社
会
を

分
か

まり
作
っ会

　

提。為
、

会

地全

で

動

境
、地す

一

こ

で

ま

　

も

展

の

す
。は

安い
活にきらめす

い
地

の
会

公
共
施
設
、

る
た
め
に

人
で
要
望
し

よ
り
良
い

く
公
平
に

域
の
環

を
守
る
為

し
て
い
ま

人
一
人
が

す
。

地
域
を
守

一
歩
一
歩

域
に
し
て
い 公

共
サ

わ
れ

て
も
通ち

防道が
、

歩
む

り
発

を
歩

き
ま

犯
、目格との

み
、

し
ょ

災
、な

み

う

実
現
で

れ
か始や

税一
望
し税れ

ビ
ス

ま
せい

く

う
為
で

町
内

防立
たの

よ

言
こ

為
、

住う
。
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か
外
国
人
旅
行
者
も
増
え
、

ナ
ー

も
こ
れ
で
良
い
の
か
と
感
じ

考
え

方
も
変
わ
っ
て
き
て
お
り
ま

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

　　

あ

頃
は
良
か

な

と

う
の

は

せ
い
で
し

ー

(

笑

か
ら
２
０

日

れ
は

の
で
す

っょ年
、。たう

か月今
後

内
会

あ早の

　の
年
の

れい
も

発
展
を

致
し
ま

　

長
い

お

ね
祈
り

間
有
難
う
ご
ざ
い
ま

ののす
。し

マ
、す

。思

) 

流町　た
。

　

、
こ
ん
に
ち
は
。

今

４

町
内
会
の

年

月
か皆

さ
ん

ら
副
会
長
に
な
っ
た
２

大
役
を
終
え
て

菊
地
で

私
が
柳
瀬
川
町

てす
。来

た

、
１
９
８
０

で

あ
れ
か
ら
、

も
の会う

４

り
ま

た
。

　

出
と

て
は
、
ソ
フ

ト

チ

ム

作
り
、
シ
ー

週

曜
日
に
試

や
練

ま

た

志
木
市
の

で

勝
し

県
大
会
に

場

し５
年
に

の
思・ほ

ぼ
しもこ

あ

、
楽
し
い

す
。
た 年

）
ないー毎し

優
も

の
時

だ
、

亡
く

、

合大思間さ

と
　

流
れ柳

町

に

い
て

班内年
（町ボ

ズ
ン

会出い
出

の
１さ

考
時
のて

え

す
感
じ

川と
、

りす
。会足

か

５
０

ま

、

　

ん

心

し
た

に

、

願
の

で

、

水

の
ポ

ン

さ

ま

。

た
、

防

め
、

底

要

の
は

す
。しし

を日。
、

りそなま内発をよ大しの、
毎
年

事

が

と
人
がを瀬

ま
と長尽

が
害

をて

そ

て

は

館
大

水

決

ま

た
、。

下

思
い

さ力きれ予
望ま

、
コ

ク
リ

ト

で

蓋

でが
が
さ

、
遊
歩

が

９
月

か

ら

に
越

昭
和
５

４
内
会

ー
ル

中
は

習
を

何
度

し
た

で

/

３
の、

て
見

年
以
上
経
つ

歴
代
の
会

関
係
者
の
ご

町
内
会
館

プ
が
設
置

柳
瀬
川
の
水

砂
利
浚
渫

行
わ
れ

最
近
の
出
来

路
改
修
事

坂
下
橋
の

綺
麗
に

整
備
さ
れ

工
事
が
始

い事
業
」
が

流
ま

ます
。り

令 しす
。、定

れ今和 す
が

中り排たた　「
しン年８

年
の
仲

寂
し

つらと念路ま
川工し排し

ー道頃
３
月
に

予

こ

町

会
の

る

　

よ

内

大

し

政

や

策

内す
。

き整

ど

を
行

そ

い
ま

　

方
、

会

交

会

涼
会

間

、
や
、

操
、
趣

レ

ー

ラ

と

が
毎

行会
、

カわ

い

　

交

話

と
な

い

す
。

あ

は
気

す
。よ町行対望

て
内見年ダ

会と会
がて

は
如

で
し

　

っ
て

、

や

払
い

班
長

も
あ
り

が

う
な

れ
も

成
果
で

会
の

（
市

・
環
境

い
、す

。

内
の

・
納

恒
例

味
の

ツ
、

週
行

流
し
、

っ
て

る
方何

い
る
と

や
、ま

す

町
内
会

割
と

そ

て

交
流
の

り
ま

　

瀬

会

を

町

よ
成

機
会
が

川ろ
し

内果
、

あく
お

な
役

県
）
に

備
な

れ
が
着

流
は・

芋

事
カ
ー

オ
ケ

れ
てを

す

ま
軽
に

ょ
う

会
費

な
ど

、
先

が
果
た

に

理

願
ごしす

。い
い

完
成

長
年
の

こ
の

割
と

対
し
、

様
々

実
に一

新
年

煮
会

カ
ッ
ピ

ッ
ト

夫
々

ま
す
。

よ
り

る
貴

少
し
で

参
加

か
？町

内
協

役
割

程
の
事

し

後

解
と

た
し て

色
々
な

今
ま

定
で

活
動
に

う
に

て
、

防
災

な
要

実
行
さ
れ

町

会

・
花

な
ど
の

ー
体

・
電
子

茶
話

多
く
人

重
な
機

も
興
味

し
て
み

会
に
入

力
金
の
支

の
負
担

例
の
よ

い
る
役

と

柳

ご

力も
協す

。

田
村
さ
ん
、
仁
科
さ
ん
に

を

け
ら
れ
、
し
ぶ
し
ぶ
受
け
た

会

で

が
、
仕
事
も
し
て
お
り

ま
し

の

も
分
か
ら
ず
苦
労
し

も

で

　

柳

川

に
住
ん

４
７
年
余

当声副たり
。
市
内

の
小
さ
な

内
会
で

す

納
涼

バ
ー
ベ

キ
ュ

すです
。

町一々

事
も
た

さ
ん
あ

た
く
さ
ん
あ
り
ま

りし
時
、掛長たの瀬

が
、ーが

下
で

花
見
は

　

た
ち
か

良
く

を

け

の
が

し
い
で
す

ね

つ

事
ものもう

間
ま

ン
パ
ク

主
で

　

代
交

声坊代

を
、た

最
高
で

今
で

か。
し

様
々

感
じ

花等
大
変
な

、
土

す
。

は
子

て
も

い
こ

た
の

な
事

て
お

何内
見
、行手どらのに柄り

で
触

、

ま

は

・
・
・
・

に

れ
す
。

で
町

会
、く

の
おら

嬉ワ。世
円
安
の
せ
い

三
班　

伊
藤
ふ
じ
子

副
会
長
交
代
の

ご
挨
拶

令
和
６
年
度
よ
り
長
ら
く
副
会
長
を
務
め
ら
れ
た
三
班
の
伊
藤
さ
ん
か
ら

二
班
の
菊
地
さ
ん
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

新
旧
副
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

班　

菊
地
政

柳
瀬
川
町
内
会
に
つ
い
て

二

雄
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館
大
排
水
路
暗
渠
化
事
業

昭
和
五
十
六
年
の
町
内
会
発
足
以
来
の
大
き

課
題
と
し
て
、
六
メ
ー
ト
ル
道
路
の
舗
装
化
、

の
建
設
、
館
大
排
水
路
の
暗
渠
化

館た
。
こ
の
た
び
、
念
願
が
か
な
い
、

数
億

暗
渠
化
の

が昨事

な町あ年業

ト
円す
のる
予こ
算と
がに
付な
きり
、ま

し
た
。

、
柳
瀬
川
図
書
館
に

て

にが
あ
り
ま
し
た
の
で
、
おそ
いの

内
第容
二を

回簡
内り度が六の単
会まよス月説に
会しりタ八明ま

ー日会と
め
て
み
ま
し
た
。

【
工
事
日
程
】

地
質
調
査
及
び
実
施
設
計

令
和
五

度
に
終
了

用
地

界
確
定
測
量

令
和
六

八
月
末
ま
で

地
盤

動
影
響
事
前
調
査

令
和
六

八
月
末
ま
で

館
大

水
路
改
修
工
事

令令
和和
六八

年境年変年排年年
九三
月月
頃完
着成
手予

定

地
盤
変
動
影
響
事
前
調
査
は
、
改
修
工
事
に
よ

万
が
一
の
地
盤
変
動
で
家
屋
の
損
傷
が
あ
っ

め
で
、

の印

。
工

も

を対響
明象を
確と確
にな認
すりす
るまる
たすた

め
、
事事
下完後

るた図了調
場の後査
合○にを

実
因の工施
果家事予
関屋の定
係が影。（

令
和
八
年
三
月
以
降
予
定
）

水
路
の
改
修
工
事
で
は
、
水
路
幅
を
拡
幅
し
、

路
用
地
を
最
大
限
活
用
し
て
雨
水
貯
留
機
能

、
現
在
の
水
路
よ
り
も
六
〇
〇
㎥

水の程

を留
図量
りを

増
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

強度ま
化貯た

、

け
る
こ
と
に
よ
り
、

（
柳
瀬
水川
路町
に内
蓋会
を側
か）

の
幅
員
を
現
在
の
三
左メ

岸ー
ト
ル
か
ら
四
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
さ
れ
ま
す
。

化

、、
排緑
水豊
路か
のな
暗植
渠栽

や
に健
よ康
り維
で持
きの
るた
遊め
歩の

道あ

・
背
伸
び
・
腹
筋
ベ
ン
チ
が
置
か
れ
ま
す
。

まにんさ
たは馬ら

に
、
十
一
基
の
街
灯
が
設
置
さ
れ
ま
す
の

で

、

防

犯

対

策

に

も

な

り

ま

す

。
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フォトレポート
今年度も柳瀬川町内では様々な活動を実施中。その様子を写真でご紹介します。

３
町
内
会
合
同
防
災
訓
練

2
4
.0
6
.1
5

ク
リ
ー
ン
作
戦

2
4
.0
5
.1
1

花
見
会

2
4
.0
4
.0
7
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資
料
館

、
新
耐

以

て
ら
れ

はた
為
、
耐

震震
基性

が

て
お
り
、
ま
た
、
耐
用

準能年

し
て
い

こ
と
か
ら
、
安

数全

土建し過確

の

るめ
、
埋
蔵
文
化
財
保

郷に足経のセ
ン

保タ
ー

たと
複
合
化
さ
れ
、
市

共
に
郷
土
資
料
を
総
合
的
に

民保

・
活
用
す
る

さ

、
令

た和
め８
の年
拠度
点か
とら
し供
て用

前不も性管と存整さ
備れ

れこ

に
な
り
ま
し
た
。

で
と、

今
回
の
散
策
で
は
、

タ
ー
ト
し
て
、
郷

市料

そ所を

、
約
三
キ
ロ
メ
ー

土ト
資ル

の

役館コ
ー

るこを含ス
スむに

な
り
ま
す

市
役
所→

天

社
。（

３

０
ｍ
）→

実
蔵
院
（
９
０
０

神ｍ
）→

郷

料

１
１
０

ｍ
）→

せ
せ

０土ぎ
資の

小

（

→

虚
空

０蔵
菩
薩
（

５

ら０

ｍ
）→

日
月
湖
コ
ー
ス

１

→

水
０天

王
石

館径三碑

（
２
２
０
０
ｍ
）→

旧
村
山
快
哉
堂

【
天
神
社
】

神
は
、
菅
原
道
真
公
で
、
配
祀

、
春
日
大
神
と
八
幡
大
神

神が

しら

ま

。

祭と祀創
立

てれ年
て代
いは

不
す詳

で
す
が
、
一
説

し
て
寛
永
三
年
（
１
６
２
６
年
）

戸
の
湯
島
天
神
を
分
祀
し
た

と
伝

て
お
り
ま
す
が
、

もこ

と
は

え別
らに
れ、

後
に
代
々
名
主
役
を

め
た
木
下
氏
の
先
祖
に
あ
た

口
大
膳
が
山
口
（
現
所
沢
市
）

際
に
出

来分
住祀
しし
たて

き
た
と

身い
地う
の説
氏も

るか神あ

と江のれ務山らをり
ま
す
。

菅
原
道
真
公
は
、
学
問
の
神
様
と

、
こ

て豊
有穣
名の
で神
すと
がし

て
、

の昔
神か
社ら
は中
五宗

付
近
の
鎮
守
社
と
し
て
崇
敬
さ

て
き
て
い
ま
す
。
そ
の
関
係
か
、

り
に
は
農
協
や
お
米
屋
さ
ん
が

り
ま
す
。
例
年
、
本
町
通
り
を
メ

ン
に
行
わ
れ
る
敷
島
神
社
祭
典

り
二

間

先
に
、

神
社
を

、
い
ろ

天は
橋
通
り

し穀岡れ周あイよ祭を
典メ
本イ

週部ン
とに

ほし宿
どて組

八
坂
神
社
祭
礼

、
御

行の
わ渡
れ御

が
あ

神り

す
。
ま
た
、
そ
の

披
露

れ

芸
能

は
、

さの非
狐常

る童に

に土舞ご
た
え
が
あ
り

が輿ま時郷演見ま
す
。

【
実
蔵
院
】

真
言
宗
智
山
派

実
蔵
院
は
、

院式
のに

は
蓮
華

寿
寺
實

量称
し
、
言

蔵い
山院伝

寺正無とえ
に
よ
れ
ば
、
行

市内散策７
江戸時代の堤跡をのんび

りと歩きながら、志木の歴

史に思いをはせる

市役所

天神社

実蔵院 郷土資料館

宗岡小学校

トイレ

ポンプ場

水天王石碑

虚空蔵菩薩

旧村山快哉堂
水神宮石碑

振袖
旧字名
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が
沼
で
投
網

澄に
平か

か
っ
て
き
た

を銅
し製
たの
際阿

如
来
像
を
本
尊
と
し
て
、

に弥三

（
１
６
１
７
年
）
に
創
建

元し
和た

創

が
そ
の
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
お

澄

は
平草

庵
そは
のし
後ば
信ら
州く
に無
赴住

たな

ま
し
た
が
、
明
暦
三
年

１

年
）実
三蔵
月院
にと
沙号
門し
宥た
啓と

再え

ま
す
。
そ
の
後
、
当

第

の
傳
英

、い職寂
）
が
中

（興
寛開
保山
二し
年た

７い

、い７てて住年す
。
宝
暦
十
二
年
（
１
７

２

、めて５しれ世２ま）
に
は
、
志
木
市
の
同
宗
派

いと（が伝院１と６寺
院

者網陀年庵りたっ６興ら三４い年の
宝
幢
寺
の
末
寺
と
な
り
ま
し
た
。

【
郷
土
資
料
館
】

入
り
口
付
近
の
表
示
板
は
明

三
年
（
１
９
１
０
年
）
８
月
の

に
よ
る
大
水
害
時
の
最
高
水

治台位

四風を
示
し
て
い
ま
す
。

【
せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
】

せ
せ
ら
ぎ
の
小
径
は
、
中
宗
岡
一

目ｍ
丁０の

コ
かほー
らどス
五のは
丁散、
目策南
に道側
わで７
たす０
るが０
１、ｍ
３今ほ
０回ど

に
な
り
ま
す
。

中
央
に
人
工
的
に
作
ら
れ
た
小
川

と
流
れ
、
そ
の
両
側
に
は
、

り、
コ
ブ
シ
、
ク
ス
ノ
キ
、

っサモ
たイ、

ツ
ゲ
、

ハ
モ

ヤミ

ロ
ウ

キバ
ンイ
メ、

ビ
ワ
な

イど
ロの

豊
富
な

ゆジモ、類
の
木
が
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
ソ

イ
ヨ
シ
ノ
も
多
く
植
え
ら
れ
て
い

桜
の
季
節
に

高

す道
のに
でな
、っ

て
い
ま
す
。

は途
最中

ベ
なン
散チ

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
休
み
な
が
ら

がアマジ種メま策な散
策
す
る
の
も
お
す
す
め
で
す
。

【
虚
空
蔵
菩
薩
】

(

１
６
９
９
年)地娘
ににの
造あ供れ娘

てての
く、と

い

こし治こた病
のたしめもの

人
か
ら

立っ養るのわ厚
元さたとよ祖れく
禄れ虚眼う父て信
一た空病にとお仰
二も蔵をと父りさ
年の池あのが、れ

ででの願造特て
、溺世い立にき
昔死でをし眼ま

し
た
。

【
三
日
月
湖
コ
ー
ス
】

こ
の
散
策
路
は
、江
戸
時
代
の
堤
跡
を

す
。
こ
の

くの
コ途
ー中
ス、
に旧
な字
り名
まを

振
袖
と
呼

コば
ーれ

水

王
の
石
碑（
１
７
８
９
年
）

場あ
所り
にま

す
天が

、
こ
れ
は
天
明
６
年
（
１

の
後
に
水
神
に

８願
６し
年た
）も
のの
大と
洪思
水わ

れ
ま
す
。
さ
ら

歩スたが７祈に

む
と
、親
水
公
園
内
に
も
水
神
宮
の

石
進碑

（
１
８
０
７
年
）
が
あ
り
、
昔
の
新

非地
常区
にで
激は
した
くび

岸行び
川し洪
はて水
、おを
今り起
と、こ
違こし
いのて

い
た
こ
と
が
う

さ
ら
に
詳
し
く
は
、
志

河蛇たか木
が市
わ郷
れ土
ま誌
すに
。記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
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【
ヨ
コ
の
キ
ー
】

①

四
季
折
々
の
○
○
○
を
楽

み
な
が
ら
、
の
ん
び
り
登
り
ま

③

都
心
か
ら
の
交
通
の
○
○

ま

い
て
、
日
帰
り
で
も

しすにゆ

恵っ
く

てと
散
策
で
き
ま
す

ス
れりイ

の
「
切
」

④⑥

生
ッ動
チ物

、
森
、
高
山
植
物
な

ど
野、

高
尾
山
は
こ
の
宝
庫

⑦

風
光
明
媚
な
高
尾
山
を
歩
き

な
が
ら
一

詠
む

⑧

○
○
○

句

←
→

文
人

⑩

高
尾
山
の
各
休
憩
所
に
設

ま

が
、
テ
ィ
ッ
シ
置ュ

さの
れご

い意
を

⑫

○

な

、
不
在
通
知
を
入

れ
て

て用○お
き
のま

す！です

⑬

ア
ッ
プ
○
○
○
を
繰
り
返
し

て

を

し
ま
す

山カ
頂ン

単
位

⑭⑮

尾
バ山
目スの
指の男

大坂
きで
さは
の、

一

し
め
な
が
ら
、
百
八
段段
一登

段り
高踏ま

みす

⑰

み
そ
汁
の
具
に
す
る
小
さ
な
貝

身
上
の
○
○
○
で
退
職
し
ま
す

⑲㉒

虫

声
な

、
い
ろ
ん
な

○
一風○

やが
聞
のこ

え
て
どき

ま
す

㉓

高
尾
山
で
は
、
車
や
バ
イ
ク
は
も
ち

ろ
ん
、
こ
れ
の
乗
り
入
れ
も
禁
止
！

㉖

高
尾
山
は
明
治
の
森
高
尾
国
定
公

さ

、
動
植
物
な
ど

園が
に○
指○
定さ

れ
れて
てい
いま
てす

㉗

祭
り
の
花
形
だ
！

ワ
ッ
シ
ョ
イ
！

ノ

作

ラ
コマ
をな

ど
るの
本一
体連

の
も
の

㉘㉙㉚

キド憩
い
の
場
所
。

高
尾
山
は
都
心
か

ら
５
０
分
の
東
京
の
○
○
○
○

【
タ
テ
の
キ
ー
】

①

清
滝
駅
か
ら
展
望
台
が
あ
る
高
尾

山
駅
ま
で
、
大
勢
で
乗
っ
て
い
け
ま

荒
々
し
く
恐
ろ
し
い
神
。
お
に
が
すみ

。

②③

尾
根
道
ま
で
売
店
が
な
い

ス

の

、
こ
れ
を
持
コ参

ーし

あう

でい

す
ね

生

④⑤

もほが～
ホ

るがん～
いだと

男鳴
でのく

子、
高
尾
山
の

森

人
山

日

⑦⑨

た姉ホの絶外

の？

りえ
い
和え

、
自
分
で

○
○

し

⑪

収
番好食○入

○
ま○

登いす○
と
は
、
租
税
や
手

料
等
の
収
納
金
微
収
の
た
め

数に
政
府
が
発
行
す
る
証
票

⑬

高
尾
山
名
物
の
串
に
刺
さ
っ

た
和
菓
子

⑭

高
尾
山
の
思
い
出
と
一
緒
に
、

し
た
○
○
は
各
自
持
ち
帰
り

出ま
し
ょ
う

⑯

逃
げ
て
い
く
ウ
サ
ギ
の
よ
う

に
速
い
こ
と
の
た
と
え

⑱

高
尾
山
駅
か
ら
山
頂
ま
で

山
所
要
○
○
○
は
約
４
０
の分

登か
か

ま

⑳

と

地

に

み
、

し
住、

神
社
その

のお
神地世
り社の話

氏す
す同神る

じを人
信た
域仰ち

㉑

冬
の
山
頂
か
ら
眺
め
る
富

に
沈

日
は
、
シ
士ャ

山ッ

上○
○
○
む○
夕！

㉒㉔

のタ人大

ごに
ち育
そて
うる
すこ
ると
こを
と、

何
に

か
け

真ーに切る
と
い
う
？

㉕

寄
せ
書
き
や
サ
イ
ン
に
使
う
。

我

街
も
こ
れ
か
ら
、
さ
ら
に
、
住

み
良
がく

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね

㉖

ミ
シ
ュ
ラ
ン
が
、
富
士
山
と
並
ん
で

高
尾
山
に
三
つ
つ
け
た
も
の

㉗

登
山
コ
ー
ス
６
号
路
の
中

「
び
わ
滝
」
か
ら
、
ド
腹ド

にド
あッ
ると

流
れ
落
ち
て
い
ま
す

高尾山クロス

1 2 3 4 5

6  ★ 7   ★

8 9 10 11   ★

12 13 14

15 ★ 16 17 18

19 20 ★ 21

22 ★ 23 24 25

26 27 28 ★

29 30

ヒント：星印のマスには『オイシイクウキ』が入る
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日
、
都
幾
川
町
の
花
菖
蒲
を

行
き

た

　　

と
涼
し
げ
な
色
の

さ

ま

５
月
に
行
っ
た

芝

は
見

逃
し
、
天
空
の

にに父ポ

ー

で

念
の
た
め

く

で

っ
て

た
が
、
霧
が

深

全

見

を園
、し

せ
ん
で

。
見花秩近花

は

イ
ミ

グ

い
で

。

　

報
部

今

か
ら

川
さ
ん

わ
り

三

ん

集
を
担

に当

る

と
に

ま

た

ど
う

ぞ

し
ま
し

青
、

れ桜は
雨

行く
ンは、

こ
お
願

。
紫す

。頃閉み
え
ま

が年井

ま

川
さ

ん

い

あ

ない
り
が

ま
難
し度さりしと

う
がしす

。
ご

し
た

す
ね

宮編
。宮

ざ
い
ま
し

た
先白

、
癒のピまくタ広かす宜長。

く間
次
は
６
０
号
！

　

よ
く
健
康
の
た
め
に
一
万
歩
を

き
ま
し
ょ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

高
齢
者
は
、
５
千
歩
程
度
で
も

歩健

康
寿
命
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
み

鳥
害
対
策

柳
瀬
川
町
内
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://yanasegawa.life.coocan.jp

広
報
や
な
せ
が
わ
・
第　

号

【
編
集
】

柳
瀬
川
町
内
会 

広
報
部

　
　
竹
前
・
結
川
・
三
井 59

編
集
後
記

竹
前 

恵
美
子

い
で

志
木
市

は
散
策
コ
ー

に
、

年
度
５
０

年
度
５

基
の
【

し
ら
ベ

設
置
し

て
く
れ

い
ま
す
の

み

み

が

、
の
ん
び

、で基
、

チり
と

策

継

たス０し
な

続
し
て

す
。

昨
は

てらい
き
た
い
と

ンで
思
っ
て

散今
】
を休い

ま

休をす
。

　　

強
い

報
部
の
メ
ン
バ
ー
の
お
陰

で
無
事

「

や
な
せ

」

９

ま
し
た
。

身
が

成

わ
っ
た
の
は

当

無
息
子
は

学
２

２生
。

に
至
っ
て
は

こ

世

誕

て
い
ま
せ
ん

つ

思
い
込
ん
で

が
わ

前
回
、

１
２
年

現
在

ま
だ

で
し

い
た
の

心
第
５

自前
。

中
の

た
。

に
ビ
ッ
ク

広に
号
が

作時年にい
最リ

で
広
報

完
成
し

に
携

歳
の娘

生
し

近
と

す
。

結
川 

一
義

■クロスワードの答え

三
井 

康
継
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	4（軽いデータなので印刷に向きません確認用です）
	5-6
	7
	8
	3

